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令和８年度 第１回 曳馬中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時 令和８年５月13日（水） 10時00分から11時25分まで 

２ 開 催 場 所 曳馬中学校 会議室 

３ 出 席 委 員 鈴木 芳次、永井 基紀、髙橋 脩夫、鈴木 秀俊、 

  大橋 薫、高山 晃輔 

４ 欠 席 委 員 上原 敬浩、小粥 達也 

５ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 野上 修（曳馬協働センター） 

６ 学   校 上田 高之（校長）、鳥居 篤史（教頭）、木村 恵美（主幹教諭・ＣＳ担当）、 

 大石 覚之（生徒指導主事）、今田 明子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会 横井 靖二（学校・地域連携課） 

８ 傍 聴 者 なし 

９ 会議録作成者 ＣＳディレクター 今田 明子 

10 副会長の指名  

会長から、上原委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

11 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、永井委員が、本日の議長を務め

ることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項 

（１） 学校いじめ防止基本方針について 

（２） 学校運営の基本方針について 

・曳馬中とのつながり～ボランティア活動～ 

・曳馬中生徒の現状と課題～曳中プライド～ 

（３） 夢育やらまいか事業の意見書について 

13 会 議 記 録 

司会の教頭から、委員総数８人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

 

（１） 学校いじめ防止基本方針について 

議長の指示により、生徒指導主事から、別紙資料に基づき学校いじめ防止基本方針について

説明があった。 

 

（２） 学校運営の基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営の基本方針について説明があり、

委員からは、以下の発言があった。また、「曳馬中とのつながり～ボランティア活動～」「曳

馬中生徒の現状と課題～曳中プライド～」について意見交換を行った。 

 

・不登校生徒ともとことん関わるという姿勢は生徒にも共有されているか。（高山委員） 

→生徒の状況に応じて、宿泊行事への部分参加等の対応もしており、その結果として、教

室に入れたり、第2卒業式に参加できたりし、担任との関係も良くなっていた。（校長） 

・小学校での不登校も増加しており、民生・児童委員としてできることを考えている。参観

会等への参加はできるか。（大橋委員／秀俊委員） 

→民生委員との情報交換会を行っている。学校公開日は、地域の方にも公開しているので

入口で記名の上、参加をお願いしたい。（校長） 

・①リモート授業をやる上で学校が困っていること、②先生のスキルを高める研修について

教えて欲しい。（高山委員） 

→①リモート配信用のPCが足りない。教室内の生徒とリモートの生徒の同時進行のため、

リモート側は聞くだけの一方通行になりがちなのが課題。リモート参加から授業参加へ繋



(2) 
 

がることもある。②職員研修でOJTを行っている。若い人から学ぶ土壌ができてきている。

（校長／教頭） 

→予算面はぜひ浜松市に協力してもらいたい。（芳次会長） 

 

・「曳馬中とのつながり～ボランティア活動～」 

 〇八幡中、曳馬中の生徒を対象とした防災講座（社協、常盤工業共催）を今年度も７月

末に行う予定。募集への協力をお願いしたい。（秀俊委員） 

〇上島地区のスポフェスへのボランティア参加をお願いしたい。（永井委員） 

〇小学校でのボランティア活動もお願いしたいが活動時間の制限はあるか。（大橋委員） 

 →授業時間中は難しい。登校時のあいさつ運動等はできている。（校長） 

〇地域の活動は中学生が頼りなので、今後も積極的な参加をお願いしたい。（芳次会長） 

 

・「曳馬中生徒の現状と課題～曳中プライド～」 

〇曳中魂が根付いていると思うが変える理由は何か。（高山委員） 

 →曳中生とはどういうものかを生徒に考えさせたい。曳中魂は良いが長くもあるので、

生徒が一丸となるキャッチーな言葉を生徒自身に作ってほしい。（校長） 

〇募集の段階で案として出た言葉を階段等に掲示して盛り上げていけたら良い。（永井

委員） 

〇曳中Tシャツに「曳中プライド」という文言を入れると浸透すると思う。（高山委員） 

〇お祭りに参加してほしい。中学生が少ない。地域のこれからを担ってほしい。進学等

で地区外に出たまま戻ってこない。（芳次会長）浜松市内でも都会ほど地域の結びつ

きが少ない。（高山委員） 

 

なお、学校運営基本方針については、前年度末に承認されているため、今回は協議のみと

した。 

 

（３） 夢育やらまいか事業の意見書について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき夢育やらまいか事業の意見書について説明

があった。 

・文化発表会の会場費は夢育やらまいか事業で負担できるか。（永井委員） 

→CS加算分ではないが、夢育やらまいか事業で負担する。（教頭） 

 

その他報告事項等 

・報告・助言 

〇今年度も協働センターまつりへの多くのボランティア参加をお願いしたい。夏に小中学生

対象の学習支援を計画しているので、中学生の参加も期待している。（野上センター長） 

〇学校運営協議会自己評価表の本年度の目標について確認を行った。（教頭） 

〇教育委員会からの参加もぜひ継続してほしい。（芳次会長） 

 →学校運営協議会が全校設置となり、現状年間１回程度の参加をしている。（横井指導主

事） 

・今後の予定 

第2回運営協議会：令和８年10月22日（木）10:00～ 

第3回運営協議会：令和９年 ２月18日（木）10:00～ 

以上 

 


